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While word skipping （the phenomenon that readers do not fixate on a word in the 
text during reading） has been well investigated in the literature on eye movements 
during first-language （L1） reading, little research has been conducted with respect to 
second language readers. The present paper reported a preliminary investigation on 
word skipping among Japanese university students who studied English as a foreign 
language （EFL）. The results showed that while Japanese EFL learners were capable 
of skipping short function words, the average word skipping rates dropped drastically 
for words longer than four letters. The paper discussed how the present findings on 







とは注視（fixation）、ある 1点から別の 1点へと動く視線の動きはサッカード （saccade）と呼ば
れる。Rayner（1998, 2009）によると、英語母語話者が英文を読む場合の注視時間は、平均約




ては、現在注視している単語（word n）の次の語（word n+1）ではなく、さらにその次の語（word 
n+2）に視線が留まる場合がある。このような眼球運動は、単語の読み飛ばし（word skipping）
と呼ば れており、約 30%の単語は読み飛ば されている（Schotter, Angele, & Rayner, 2012）。
読み飛ばしの現象は、決してすべての語に均一に起こるわけではない。文脈から予測されやす
い場合や、使用頻度が高い語である場合、語長が短い単語である場合において読み飛ばし率がよ
り高くなると言われている（Brysbaert, Drieghe, & Vitu, 2005; Drieghe, Desmet, & Brysbaert, 
2007）。文脈情報による予測されやすさと word n+1の読み飛ばしとの関係は、読み手の読みにお
けるトップダウン処理の仕組みによって解釈される。単語の使用頻度と語長が読み飛ばしに及ぼ
す効果に関しては、word n+1が 傍中心窩視（parafoveal vision）でボトムアップ処理されている
ことを意味する。英語の機能語は使用頻度が高く、語長が短いため、英語母語話者の読みでは、










が低い読み手に比べて、単語の読み飛ばし率が高いと報告されている（Eskenazi & Folk, 2015; 
Joseph, Liversedge, Blythe, White, & Rayner, 2009）。これは、後者が前者に比べて、傍中心窩視
に置かれる言語情報の取得が困難である（Chace, Rayner, & Well, 2005; Veldre & Andrews, 2014）
という理由から解釈できる。
このような単語の読み飛ばしの現象は、英語母語話者と、第 2言語（L2）および外国語（English 














グループ）および英語母語話者（L1グループ）を対象に、 境界線法（gaze-contingent boundary 
paradigm）を用いて使用頻度の高い冠詞 “the” の読み飛ばしについて調べた。境界線法とは、英
文が呈示されるモニタ画面に目には見えない境界線をあらかじめ設定し、実験参加者の視線が境
界線の左に留まる限りは本来のターゲット語の代わりとしての “preview語 ” が、しかし視線が
境界線の右をいったん越えるとターゲット語が呈示される方法である。Angele and Rayner （2013）
に基づき、Leung（2016）は図 1で示したように、1）“Identical”（preview語：ターゲット語）と、
2）“The”（preview語：“the”）、3）“Nonword”（preview語：擬似語）3つの preview条件を設け







分析の結果、上級 L2グループと L1グループでは、“Identical” 条件でのターゲット語の読み飛





















本実験で使用した実験材料は、Schilling, Rayner, and Chumbley（1998）が使用した実験文よ
り抜粋した 24文であった（例：“Mary was the only teenager who attended the square dance in 





眼球運動計測装置は EyeLink 1000（SR Research社）であった。実験参加者は両目で刺激呈示
用のモニタに視線を向けるが、片眼計測（サンプリングレート＝ 1000Hz）を行った。モニタか







プの平均読み飛ばし率は、先行研究の報告に一致した（Schotter et al., 2012）。また、両グループ
における読み飛ばしについては、Cop et al.（2015）が示したように、L2グループは L1グループ
よりも読み飛ばし率が低かった。しかしながら、その差は Cop et al.（2015）で報告されている
結果（4.6％）と比べより大きかった。
表 1および表 2は、読み飛ばし率の最も高かった上位 10語である。両グループともに共通して、
語長が短く、使用頻度が高い機能語が占めている。ただし、グループ間の違いとして、L2グル ー
プは、上位 10語の 1～ 9位までは全て 2文字語であったのに対し、L1グループでは、3文字語















  %  
1 of 57.63  
2 or 57.63  
3 he 54.80  
4 is 54.24  
5 at 50.85  
6 in 50.00  
7 to 49.15  
8 it 44.07  
9 an 40.68  
10 and 38.42  
表 1．L2 グループの語別の平均読み飛ばし率（上位 10語、語長 2文字以上）
表 2．L1 グループの語別の平均読み飛ばし率（上位 10語、語長 2文字以上）
  %  
1 he 77.78 
2 for 71.43 
3 who 69.05 
4 is 66.67 
5 of 65.48 
6 to 62.59 
7 and 62.38 
8 it 61.90 
9 at 59.52 






究の結果は Cop et al.（2015）と一致し、日本人英語学習者は英語母語話者よりも、単語の読み
飛ばし率が低いことが示された。最も読み飛ばし率が高い語に関しても、英語母語話者と日本人




本研究は JSPS科研費 JP 16K16887の助成を受けたものです。
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